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要　旨

　本研究では、英語劇に歌やチャンツを盛り込み、さらに、劇の内容を深めるために調べ学習を組み込み

開発した「歌と語りでつづる英語劇」の活動が、参加者のことばの気づきや活動への取り組みにどのよう

に影響するのかを調べた。その結果、参加者たちの振り返りシートや事後アンケートから学年が上がるに

つれて視点の違う気づきがあることがわかった。また、事後アンケートからは３年間通して参加した英語

劇は「やりがいがあった」や、「ためになった」という答えが多く見られた。英語劇を通して英語の力が

ついたと感じた参加者や、自信につながったという意見もあった。さらに歴史的背景についての調べ学習

を導入したことで、物語の背景知識が増え、内容理解が深まり、発表内容や発表自体にも影響を与えたこ

とが明らかになった。

キーワード：�中学生、英語劇、歌、背景知識、３年間繰り返し

１．はじめに

　中学校学習指導要領には、英語の教材を選ぶ際
について、「聞くこと、話すこと、読むこと、書くこ
となどのコミュニケーション能力を総合的に育成す
るため、実際の言語の使用場面や言語の働きに十分
配慮」し、「生徒の発達の段階及び興味・関心に即
して適切な題材を変化をもたせて取り上げる」（文
科省, 2008, p.98）ことと記載されている。また、選
択した教材は、「多様なものの見方や考え方を理解

し、公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役
立つこと」（文科省, 2008, p.98）、「外国や我が国の
生活や文化についての理解を深めるとともに、言語
や文化に対する関心を高め、これらを尊重する態度
を育てるのに役立つこと」（文科省, 2008, p.98）と示
しているが、具体的にどのような言語活動が効果的
な学習になるかは記載がされていない。また、田近

（2015）は、「絵本や歌やチャンツを導入し、物語や
劇を英語で導入することによって、子どもたちはこ
とばの豊かさに触れることができる」（p. ９）と、意
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識して芸術的要素も授業に取り入れていく必要があ
るとしている。また、英語劇の有効性について、佐
野（1990）では英語劇を取り入れることで質の良い
言語活動になるとしている。さらに、Calabresa and 
Rampone （2007）は言語学習の際、内容学習は欠か
せないと述べている。
　よって、本稿では、英語学習に必要とされてきた
英語劇に歌やチャンツを盛り込み、さらに劇の内容
を深めるために調べ学習を組み込み開発した「歌と
語りでつづる英語劇」を中学校３年間を通して行う
ことで、参加者のことばの気づきや取り組みにどの
ような影響を与えたかを参加者の振り返りシートお
よび３年間の「歌と語りでつづる英語劇」を通して
の評価に関する事後アンケートをもって論じていく。

2．先行研究

2.1　英語劇・ドラマ教育 
　田近（2015）は「ことばは思考や概念形成のため
の大切なツール」（p. ９）であり、ことばを豊かにし
てくためには意識的に歌やチャンツや劇を扱うこと
が必要だとしている。
　佐野（1990）では、台本を覚えて「観客を前にし
た上演」（p.18）することを目的とした活動である英
語劇は積極的にコミュニケーションをしようとする
態度を養うためのすぐれた言語活動であるとしてい
る。言語的な面では、具体的に、英語劇の活動を取
り入れることで、「自然な会話のスピードや英語のリ
ズムにも慣れ」（佐野, 1990, p.12）、「非言語的手段と
結び付けて英語を理解し表現」（佐野, 1990, pp.12-
13）できるようになるなどを挙げている。また、心理
的な面では、「人前で英語を話すことに対する心理
的抵抗が弱まり、自分の英語の誤りを気にしすぎる
ことがなくなり、また友好な態度で相手に接し、話
の概要を聞き取り言外の意味をくみ取る能力も高く
なる」（佐野, 1990, p.11）としている。さらに、「場
面や文脈の中で言語機能を正しく理解し、適切に表
現する力を伸ばす」（佐野, 1990, p.13）ことができた
り、生徒に「英語学習の目的意識と成功感を与え」（佐

野, 1990, p.14）たりしすることを挙げ、英語劇の多
様な効果があることを報告している。
　井村（2004） では、中学生対象にドラマ活動（英
語劇）を取り入れたところ、参加者である生徒の多
くが、ドラマ活動は発音やイントネーションに効果
があったと答えたと報告している。しかし具体的に、
どのような活動が発音やイントネーションに効果を
もたらしたのか詳細には記載されていない。Maley 
and Duff（1982）では、英語では、話し手の感情は
イントネーションで大半が伝わるので、学習者はイ
ントネーションをそれを引き起こす感情と結びつけ
て考えることは大切であるとしている。米田（2008）
では、小学生対象に英語劇を通してコミュニケーショ
ン活動をすることで、児童の英語への意欲が高まっ
たり、英語劇学習後も英語の授業内でセリフに似た
表現が出てくると児童たちが敏感に反応するように
なったと報告している。
　松倉（1999）では、「映画英語はネイティブが日
常話している英語そのもの」（p.50）であるため、映
画は「ネイティブがナチュラルスピードで話す際の
音声のメカニズムや特徴を踏まえて、出来る限りネ
イティブの発音と同じ発音ができるようにトレーニン
グ」（p.50）することができる題材であるとしている。
また、Ryan （2013）では、オーセンティックな教材
を導入することは、学習者が現実世界に向き合うだ
ろう、もしくはすでに向き合っている事柄を映し出し
たりするので、飽きずに学習ができるとしている。
　以上のことから、英語劇を導入し、その題材とし
て映画を用いることで、英語の発音やコミュニケー
ション能力、さらに学習意欲を高めることができる
といえるであろう。

2.2　背景知識の学習と言語学習
　Calabresa and Rampone （2007）は、言葉と内容
を関連付けて学ぶことは、間接的な言語学習の機会
を多く提供することになり、言語および内容につい
ての学習へのモチベーションを高めたり、学習内容
の理解を深めたりすると言及している。長岡・内田
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（2008）は、背景知識がないために英文を日本語に
訳しても理解することができない生徒が多いことか
ら、高校生対象に英文を読む前に背景知識を学ぶ「世
界史→英語」クラスと背景知識を学ばずに英文を読
む「英語→世界史」クラスを比較し、背景知識がど
のような働きをしているのか、生徒の意識の変化を
検証した。生徒は授業後の内容理解のアンケートと
教科書の文中で指定した語句の説明をするライティ
ングの活動を行った。アンケートの結果から「英語
→世界史」のクラスは、内容理解したと答えた生徒
は少なく、「世界史→英語」のクラスは内容を理解し
たと答えた生徒が多かった。「自然に世界史での知
識が英語の時に出てきて、いつもよりかなり理解し
やすかった」、「世界史の授業の後に同じ時代につい
て英語で読んだのでいつもよりわかりやすかった」、

「違う教科でもそれぞれの知識がより理解を深める
のだと思った」 （長岡・内田, 2008, p.５）など、英文
を読む際の背景知識の重要性を示す答えがあった。
また、語句についての説明では「英語→世界史」の
クラスは、ほとんど手をつけなかったが、「世界史→
英語」のクラスは、「世界史の授業で得た知識を生
かし」（長岡・内田, 2008, p.６）て説明ができ、さら
に「“such as ~”や“For example ~”と例を挙げる」

（長岡・内田, 2008, p. ６）回答があった。この結果
から背景知識は内容の理解を深め、アウトプットを
促進するのにも役に立つと言える。以上のことから、
英語劇はイントネーションやリズムを気づかせたり、
背景知識を組み込むことで、内容を深く理解させる
活動であることがわかる。

3．本研究

3.1　目的
　本研究では、歌やチャンツを盛り込んだ「歌と語
りでつづる英語劇」を中学校３年間通して繰り返し
行い、さらに歴史的背景の調べ学習を取り入れ、参
加者の振り返りシートおよび事後アンケートからそ
れぞれの学年において、それが生徒のことばへの気
づきや学年による異なる活動への取り組みにどのよ

うな影響や変化をもたらすかを調査していくことを
目的にする。
　本研究では、以下をリサーチクエスチョンとする。

（１）「歌と語りでつづる英語劇」の活動において、
参加者はどのような気づきがあり、３年間繰り返
し行うことが参加者の気づきにどのような変化を
もたらすだろうか。

（２）参加者は３年間行ってきた「歌と語りでつづる
英語劇」をどのように感じるだろうか。

3.2　参加者
　参加者が在籍する中学校は、東京の中高一貫校
で、英語科の授業は、音声によるコミュニケーショ
ンを重要視し、英語の音やリズムを自然に身につけ
ることを念頭に授業を組み立てられている。特に、
中学１年生では、小学校で経験してきた外国語活動
とのスムーズな接続を考慮し、入学時から歌やチャ
ンツが多く取り入れられている。英語の授業は、１
週間に６時間設けられており、そのうち４時間をテ
キストを活用した４技能統合型の、残りの２時間で
音声によるコミュニケーション活動を中心に行われ
ている。中学生全員による「歌と語りでつづる英語
劇」は毎年秋の学園祭にて上演されている。本研究
は2013年度から2015年度の３年間を中学１年、２年、
３年に在籍し継続的に「歌と語りでつづる英語劇」
に参加した12名を参加者とする。参加者は、附属小
学校からの入学者が６名、外部からの入学者が６名
で構成されている。

3.3　「歌と語りでつづる英語劇」の内容
⃝ 題材
　「歌と語りでつづる英語劇」の題材は、ロバート・
ワイズ監督によって1965年に製作されたミュージカ
ル映画The Sound of Musicから取り上げられ、「歌
と語りでつづる英語劇」を研究対象校の筆者のうち
２名を含む英語科中学校担当教員によって作成され
た。映画The Sound of Musicを題材に選択した理
由は、画像と音声が伴っており、挿入歌が親しみや
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すく有名であり、さらに役者が話す英語が標準的で
聞きやすいからである。「歌と語りでつづる英語劇」
は、歌と語りの部分と歴史的背景の発表部分から構
成される。
⃝ 各学年の役割
　「歌と語りでつづる英語劇」は中学校に在籍する
すべての生徒がそれぞれの学年の成長に即した役割
をもって参加することを目的としている。それぞれ
の役割は以下のとおりである。
・ 中学１年生

学校での英語学習開始から間がないため、３曲
（Do-Re-Mi、Edelweiss、Climb Every Mountain）
を歌う。

・ 中学２年生
歌と語りのほとんどの部分を担当する。各々１曲
ずつ担当し音声の変化などを研究し、どのように
歌うかを指導する役割を担う。

・ 中学３年生
２年間の経験を活かし歌と語りの部分では中学１・
２年生のサポートをする役割を担う。また、歴史
的背景を調べ、原稿を作成し、劇中に英語で発表
する役割を担う。

⃝ シーンと曲選択・スクリプト
　曲選択は2013年度（作成時）に中学３年生が映
画The Sound of Musicを観賞し、担当教員ととも
に話し合い、選出した。2013年度以降概ね選曲は変
わっていない。
　スクリプトは、選ばれた曲を基に筆者のうち２名
を含む中学校英語科教員が書いた。
⃝ 配役
　主に中学２年生が担当する。希望する役のセリフ
を練習し、教員の前で披露し、合格になると配役が
決まる。
⃝ 演出
　「歌と語りでつづる英語劇」は普段の英語学習の
一部であるため、限られた時間を練習に割り当てて
いること、また英語に重点を置いていることから、
小道具のみを準備した。

⃝ 導入・練習・発表・振り返り
　「歌と語りでつづる英語劇」の発表は10月の中旬
にある学園祭にて下の図１の流れで行われている。

図１　「歌と語りでつづる英語劇」の流れ

　毎年、参加者は１学期末に映画The Sound of 
Musicを鑑賞し、社会科の教員から歴史的背景につ
いて学んだ。２学期から発表の本格的な練習が開始
する。中学１年生では歌の練習が、中学２年生では
歌の練習と同時にセリフとナレーションの練習が始
まる。中学３年生は、社会科の教員から学習したこ
とから自分の興味がある部分を選択し、インターネッ
トや本での調べ学習を行い、時代背景の発表のため
の原稿および発表時に使用するパワーポイントを作
成する。また、週に１度（合計５、６回）全体練習
にて歌の練習を行う。
　リハーサルは発表前日に設けられ、発表は２日間
ある学園祭に、１回ずつ公演をする。発表後は録画
した発表を鑑賞し、参加者それぞれが振り返りシー
トに記入する。

3.4　データ収集と分析方法
　2013年に中学に入学し、2015年までに「歌と語り
でつづる英語劇」を３年間を通して経験した参加者
の変化を調査するため、参加者が中学１年から中学
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３年の毎年３年間、発表後に記入した振り返りシー
トと、中学３年の同時期に記入した事後アンケート
を分析した。振り返りシートの項目は以下の通りで
ある。
・振り返りシート
　「英語について気付いたこと」
　「発表について気付いたこと」自由記述
　中学３年次に実施した事後アンケートは以下の通
りである。
・３年間の「歌と語りでつづる英語劇」を通しての

評価に関する事後アンケート
　「『歌と語りでつづる英語劇』は楽しかったか」
　�「『歌と語りでつづる英語劇』はやりがいがあった

か」
　「『歌と語りでつづる英語劇』は自信がついたか」
　�「『歌と語りでつづる英語劇』は満足感が持てたか」
について４件法（４あてはまる、３少しあてはまる、
２あまりあてはまらない、１あてはまらない）で答え
た。さらに質問「参加して良かった理由」に自由記
述で答えた。振り返りシートは質的に、事後アンケー
トは量と質的に分析をした。

3.5 参加者の振り返りシートの結果
3.5.1振り返りシート
参加者の振り返りシートから以下が抽出された。
⃝ 中学１年（2013年）
 ・ �物語の内容から楽しくまたは暗く歌う工夫をした
（７名）
　�「Edelweissでは悲しみながら祖国を永遠に思って

いるように歌った。」
・ 歌う時に英語の発音で気付いたこと（６名）
　「シの音をティという発音に注意した」
 ・ 上級生の取り組みへの気づき（４名）
　�「２、３年生は大きな声でセリフを言い、発音がき

れいだった」
 ・ 歌う時に協力できた（３名）
 ・ 歌うことで達成感を得た（１名）

⃝ 中学２年
 ・ セリフをいう時に英語の発音に気をつけた（12名）
　�「強弱に気を付ける、イントネーションに気を付け

た」
 ・ 練習に積極的に取り組んだ（12名）
　�「チャンツは難しかったのでお昼の時間や本番前

までみんなで積極的に練習していた」
 ・ セリフを言う時に協力できた（12名）
　�「分からないところは友達に聞き、自分も分からな

い人に教えることができていた」
 ・ 歌う時に英語の発音に気をつけた（８名）
　�「つなげる音やアクセントに気をつけた」
 ・ 自己評価における表現（６名）
　�「アクセントや区切る部分を失敗してしまった。も

う少し感情込めて発音できたのかと思う。」
 ・ 歌う時に工夫した（３名）
　�「リズムを大切にしながら、聞いている側に歌詞を

分かってもらえるように歌った」
 ・ 歌を歌う時に発声に気をつけた（２名）
 ・ セリフを言う時に英語の発声に気をつけた（２名）
 ・ セリフを言う時に工夫した（２名）
　�「映画で見たキャプテンの感情を込められるように

心がけた」
 ・ 歌を歌う時に協力した（１名）
⃝ 中学３年

（１）歌と語りの部分
 ・ 歌う時に気をつけた（３名）

（２）歴史的背景の発表部分
 ・ 発表者の態度（８名）
　発表の時にeye-contactに気を付けた。
 ・ 気付いたこと（４名）
　調べることによって、
　�「本番では自分の発言している意味を分かりなが

ら発表することができ、発表するときに感情をこ
めて発表できた。」

 ・ もっと発表したかった（２名）
　スライドの作成（１名）
　�「パワーポイントでは見ている人が理解できるよう
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に内容を絵にしたので、少しでもわかりやすくなっ
たのではないか」

　次に歴史的背景の発表のための調べ学習について
気付いたことである。

（１） 情報取集について
 ・ 苦労した（１名）
 ・ 気付いたこと（１名）
 ・ 工夫した（１名）
　�「最初の段階でたくさんの情報の中から、実際に

発表する情報を選ぶという作業をした。情報を自
分で選択し、必要なのかどうかを考える作業は難
しくとまどった。聞いてくださる方々の立場となっ
て言葉を選んだり、文章を構成した。」

（２）原稿を書く作業について
 ・ 工夫した（４名）
　�「スクリプトが出来上がってからも何度も話し合い

をした」
 ・ 苦労した（３名）
　�「一つのことを伝えるにも様々な伝え方、言い回し

があり、どれが一番適しているのかを考えるのに
苦労した」

 ・ 協力できた（１名）

3.5.2  3年間の「歌と語りでつづる英語劇」を通し
ての評価に関する事後アンケート結果（図２）　

図２　事後アンケート結果（％）

図２から分かるように、概ねどの項目においても９
割以上があてはまる、少しあてはまると回答し、多

くの参加者が「歌と語りでつづる英語劇」を肯定的
に捉えている。参加者の「参加して良かった理由」
について答えた自由記述では、以下の点が挙げられ
ていた。
 ・ 自信につながった（３名）
　�「普段の授業内のプレゼンテーションに自信がつい

た」
 ・ 発音が上達した（３名）
　�「３年目になり、発音もとても良くなったと感じる」
 ・ 難しさの克服・達成感（２名）
　�「『歌と語りでつづる英語劇』に参加して苦手な英

語を少しでも分かるようになり、また発音も分か
るようになったと思う」

 ・ 責任感の向上につながった（２名）
　�「３年間で違った役割ができ、１年生のころに比べ

るとセリフも長くなり、責任感がついた」
 ・ 発表の能力が上がった（２名）
　�「英語力だけでなく発表の仕方や抑揚のつけ方な

どを学べた」
 ・ 協力することの大切さを知った（２名）
　�「『歌と語りでつづる英語劇』がなかったら、中学

生同士で協力することがなかった」
 ・ 面白さを知った（１名）
　�「一語一語区切って発音するのではなく、つなげ

たり、イントネーションを知り、英語の歌の面白さ
を知った」

 ・ 背景知識が増えた（１名）
　�「３年間やることで内容も頭に入り、３年目に歴史

的背景の発表で自分で調べたり、文を作ったりし
たことで、さらによく理解できた」

 ・ 成長に合わせた役割（１名）
　�「１年目は歌、２年目は役、３年目はバックグラン

ドと段階を踏んでいるのも良かった」

４．考察

4.1リサーチクエスチョン（１） 
　「『歌と語りでつづる英語劇』の活動において、参
加者はどのような気づきがあり、３年間繰り返し行
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うことが参加者の気づきにどのような変化をもたら
すだろうか」
 ・ 歌と語りの部分について
　中学１年生の振り返りシートからは、歌の内容に
関しての記述が一番多く、次に発音に関しての記述
が多くみられた。「Edelweissでは悲しみながら祖国
を永遠に思っているように歌った」など、歌う時に
物語の内容から楽しくまたは暗く歌う工夫をした参
加者が多いことがわかる。多くの参加者は曲に込め
られた思いを考えながら歌ったようである。次に多
かった回答の発音については、「シの音をティという
発音に注意した」という回答以外にも、「２、３年生
は大きな声でセリフを言い、発音がきれいだった」
など、上級生の発表を見て気付いたことにも記述が
あった。佐野（1990）は、場面や文脈を正しく理解
することが表現する際にも影響があるとしている。
つまりは、参加者の歌の内容や発音についての記述
が多かったのは、参加者がどの場面で歌われている
曲か物語の場面や流れを正しく理解したうえで、ど
のように発音するかという表現にまでも考えが至っ
た結果だと思われる。これは中学２年生の振り返り
シートからも同様な傾向が見られた。
　中学２年生では、歌う際の発音についてに加え、
セリフやナレーションを言う際の英語の発音につい
ての記述が全員からみられた。井村（2004）の研究
でドラマ活動が発音やイントネーションへの気づき
を与えたように、「歌と語りでつづる英語劇」でも参
加者は「強弱に気を付ける、イントネーションに気
を付けた」など、イントネーションに注目している傾
向がみられる。Maley and Duff（1982）では、イント
ネーションと話し手の感情は結びついているとして
いるように、参加者がイントネーションに注目したこ
とは、「この人物はどのような気持ちだったのか」と
考えたことが推測できる。実際にセリフを言う際に
工夫したことで「映画で見たキャプテンの感情を込
められるように心がけた」と記述した参加者もおり、
物語の内容を理解したことが表現の仕方に影響を与
えている（佐野，1990）のだろう。また、全員が記

述していることは、「積極的に練習に取り組んだ」、「協
力できた」ということである。映画英語は英語の発
音を練習するための教材として優れている（松倉，
1999）ので、参加者は積極的に練習に取り組めたと
言える。また、Ryan（2013）では、映画というオー
センティックな教材を取り上げることの利点を述べ
ているように、オーセンティックな教材を導入するこ
とで参加者は飽きずに学習ができ、学習意欲を高く
おくことができ、積極的に取り組めたのだろう。
　中学３年生でも発音についての記述はあったもの
の、歌と語りの部分についての記述は少なく、歴史
的背景の発表についての記述の方が多かった。参
加者にとって、歴史的背景の発表の方がより印象に
残った活動だったと言えるだろう。
　３年間繰り返し行うことで、歌う際の発音につい
て気づきが毎年異なっている。中学１年生では英語
の単音に注目し、日本語でいう音階の「シ（/shi/）」
を英語の「Ti（/ti:/）」ということに気づき、「シの
音をティという」という記述がある。中学２年生に
なると、参加者は音の連結やアクセント、リズムや
イントネーションについて述べており、英語を意味
のかたまりとして認識している。また発声の仕方に
ついての視点が加わっている。中学３年生になると、
発音について以外に、歌う姿勢についての記述が出
てきていた。
 ・ 発表の部分について
　中学３年生はすでに２年間「歌と語りでつづる英
語劇」を経験したこともあり、３年目には歴史的背
景を調べ、英語の原稿作り、スライドを作成し、発
表するという活動を取り入れた。歴史的背景の発表
の際には、多くの参加者がeye-contactなど発表者
の態度について記述し、多くの参加者が観客を意識
していることが分かった。次に多くみられた記述は
歴史的背景の調べ学習についてである。　
　歴史的背景の発表のための調べ学習の際について

「最初の段階でたくさんの情報の中から、実際に発
表する情報を選ぶという作業をした。情報を自分で
選択し、必要なのかどうかを考える作業は難しくと
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まどった。聞いてくださる方々の立場となって言葉
を選んだり、文章を構成した」など情報収集、選択、
文の構成、表現まで参加者が試行錯誤しながら取り
組んだことが記述されている。
　長岡・内田（2008）は背景知識は内容理解を深
め、アウトプットを促進するのに役立つことが分かっ
たと背景知識の重要性を述べている。参加者は調べ
学習をしたあとに、発表原稿を書くことになってお
り、発表原稿を書く作業では、参加者同士で何度も
話し合いを設け、より聞き手に分かりやすいように
考えたという記述があった。歴史的背景を知ること
で、物語の内容を参加者自身が深く理解しているの
で、発表の原稿を書くアウトプットの際に、分かり
やすい語を選択できたり、聞き手に理解できる文の
構成を考えることができたと言える。
　さらに、参加者たちは、調べ学習をしたことで「本
番では自分の発言している意味を分かりながら発表
することができた」、「発表するときの感情の持ち方
だったり、意味を考えることができた」など、歴史
的背景を調べることで知識が増え、役への気持ちの
入れ方に影響を与えた。背景知識はライティングだ
けでなく、スピーキングの方にも影響を与えたとい
えるだろう。

4.2リサーチクエスチョン （２）
　「参加者は３年間行ってきた『歌と語りでつづる英
語劇』をどのように感じるだろうか」
　参加者が書いた３年間の「歌と語りでつづる英語
劇」を通しての評価に関する事後アンケート結果（図
２）より、参加者たちは、「歌と語りでつづる英語劇」
を概ね肯定的に受け止めたと言えるであろう。その
理由としては、言語的な面と心理的な面での満足感・
達成感があったからといえる。
　参加者は「歌と語りでつづる英語劇」という言語
活動を通して、「The Sound of Musicに参加して苦
手な英語を少しでも分かるようになり、また発音も
分かるようになった」、「英語力だけでなく発表の仕
方や抑揚のつけ方などを学べた」、「一語一語区切っ

て発音するのではなく、つなげたり、イントネーショ
ンを知り、英語の歌の面白さを知った」、「３年目に
なり、発音もとても良くなったと感じる」など、参加
者は英語の面での上達を実感したようであり、「歌と
語りでつづる英語劇」はすぐれた言語活動（佐野、
1990）であったと言えるのではないだろうか。
　参加者は心理的な面でも大きな変化を感じたと記
述している。「普段の授業内のプレゼンテーションに
自信がついた」、「３年間で違った役割ができ、１年
生のころに比べるとセリフも長くなり、責任感がつい
た」「『歌と語りでつづる英語劇』がなかったら、中
学生同士で協力することがなかった」と述べている。
佐野（1990）で、英語劇は「英語学習の目的意識と
成功感を与える」（p.14）と明記しているように、「歌
と語りでつづる英語劇」は学習目標が分かりやすく、
発表に向けて参加者全員で協力するということが、
多くの参加者に達成感や成功感を与えるものになっ
たように思われる。さらに中学３年生では調べ学習
を導入し背景知識を膨らませる活動が言葉と内容を
関連付けて、学習内容の理解を深めたり、参加者の
学習への意欲を高めた（Calabresa and Rampone，
2007）ことで、目的意識を持たせることになったと
言えるだろう。また、「３年間やることで内容も頭に
入り、３年目に歴史背景の発表で自分で調べたり、
文を作ったりしたことで、さらによく理解できた」、「１
年目は歌、２年目は役、３年目はバックグランドと段
階を踏んでいるのも良かった」など、３年間を通し
て「歌と語りでつづる英語劇」を行ったことが理解
を深めたという記述もあった。以上のことから、「歌
と語りでつづる英語劇」は、参加者の成長に合わせ
た活動を３年間積み重ね行ったことが、発音に関し
ての気づき、深い内容理解、自信や達成感へとつな
がったと言える。

5．おわりに

　本研究では、「歌と語りでつづる英語劇」を取り
入れることで、参加者のことばへの気づきや取り組
みにどのような影響を与えたかを調査した。３年間
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「歌と語りでつづる英語劇」を行ってきた参加者の
事後アンケート結果より、学年ごとに気づきが異な
ることが分かり、継続することの意義を認識する結
果になった。しかし、研究対象校では中学１年生の
４月から英語のリズムや音について触れていたこと
もあり、実際に「歌と語りでつづる英語劇」自体が
ことばへの気づきのきっかけになっているかは定か
ではない。しかしながら、「歌と語りでつづる英語劇」
の際に、リズムや音に多く触れ、意識して取り組ん
だ参加者が多かったのは確かである。また、本研究
から英語を学ぶだけでなく、背景知識を持つことが
発表に大きく影響していたということもわかった。
　田近（2015）で「ことばの豊かさに触れることが
できる（p.９）」と述べているように、「歌と語りでつ
づる英語劇」の活動が、オーセンティックな英語に
触れたり、歴史的背景の知識を深めたりすることに
つながったといえるだろう。またそのようなオーセン
ティックなものに触れることも人間形成には大切な
ことだと感じる。
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